様式第１
フード等用簡易自動消火装置仕様書
	防火
対象物
規模
	構造
	
	階数
	地上　　階
	地下　　階

	
	建築面積
	　㎡
	延べ面積
	　㎡

	
	用途
	
	厨房面積
	　㎡

	設置状況
	設置場所面積
	　㎡

	
	設置種別
	

	
	設置個数
	　個

	評定番号
	
	製造者等
	

	手動起動装置位置
	

	使用温度範囲
	

	消火薬剤
	薬剤名
	

	
	薬剤量
	

	
	混合方式
	

	
	発泡倍率
	倍～　　倍
	混合率
	％

	公称防護面積又は
公称防護断面積
	フード部
	ｍ×　　ｍ
	レンジ部
	ｍ×　　ｍ

	
	ダクト部
	㎠×　　ｍ
	フライヤー部
	ｍ×　　ｍ

	放射用ガス
	加圧又は蓄圧別
	１ 加圧式　　　　２ 蓄圧式

	
	ガスの種別
	１ 二酸化炭素　　２ 窒素　　３ その他

	放出口設置数
	フード用
	ダクト用
	フィルター用
	レンジ・フライヤー用

	
	　個
	　個
	　個
	　個

	放射導管
	材質・口径
	
	最大長さ　　ｍ
	最大継手数　個

	放出時間
	

	感知部
	種別個数
	

	熱源
	１ ＡＣ　　　Ｖ　　　２ 蓄電池　　　３ その他（　　　　　　　）

	ダンパー付属
	１ 有　　２ 無
	総重量
	　㎏

	外形寸法
	幅
	　㎝
	奥行
	　㎝
	高さ
	　㎝

	施工業者等氏名
	


	備考
	

	　１　この用紙の大きさは，日本産業規格Ａ４とすること。
　２　選択肢のある欄は，該当する事項を〇印で囲むこと。


	フード・ダクト消火設備容量

	№
	フード№
	型式
	製造番号
	製造年
	製造者
	評定番号
	備考

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


様式第２
	フード等用簡易自動消火装置試験結果報告書
試験実施日　　　　　年　　月　　日
試験実施者　　　　　　　　　　　　
住　所　　　　　　　　　　　　　　
氏　名　　　　　　　　　　　　　　

	設置場所
	設置階
	場所の名称
	防護対象物の種類

	
	
	
	

	放出方式
	ア 単独　イ 連動
	ア 加圧式　イ 蓄圧式
	評定番号
	

	試験項目
	試験実施等の内容
	結果

	外
観
試
験
	装置本体
	
	

	
	手動起動装置
	設置場所・位置
	
	

	
	
	設置高さ・表示
	床面からの高さ　　　ｍ
	

	
	感知部
	設置位置等
	
	

	
	消火薬剤量
	使用剤・薬剤量
	
	

	
	貯蔵容器
	設置場所等
	
	

	
	放出導管
及び
放出口
	材質等
	導管　　　　　　継手
	

	
	
	配管系統
	
	

	
	
	配置状況
	
	

	
	電源及び配線
	常用電源
	ア AC　　V　イ 蓄電池　ウ その他(　　　　)
	

	
	
	非常電源
	ア 蓄電池　ＤＣ　　　Ｖ　　イ その他
	

	
	
	開閉器等
	
	

	
	
	配線耐熱保護等
	
	

	
	ダンパー
	連動閉止状況
	ア　自　動　　　イ　手　動
	

	機
能
試
験
	起動装置
	自動起動・手動起動
	
	

	
	移報装置
	移報･遮断･作動表示
	
	

	
	相互連動
	相互連動作動信号
	
	

	
	非常電源
	非常電源による作動
	
	

	
	その他
	機器の全体機能
	
	

	備
考
	

	備考　１　この用紙の大きさは，日本産業規格Ａ４とすること。
　　　２　この報告書は，一の厨房設備ごとに作成すること。


様式第３
	フード等用簡易自動消火装置点検表

	名称
	
	防火管理者
	

	所在地
	
	立会者
	

	点検種別
	外観･機能･総合
	点検年月日
	　　　年　　月　　日 ～ 　　　年　　月　　日

	点検者
氏名
	資格番号
	点検者
所属会社
	社名　

	
	
	
	住所　
TEL:

	点検項目
	点検結果
	措置内容

	
	種別・容量等
の内容
	判定
	不良内容
	

	機
器
点
検
	装
置
本
体
	設置場所
	
	
	
	

	
	
	消火薬剤貯蔵容器
	
	
	
	

	
	
	安全装置
	
	
	
	

	
	
	指示圧力計
	
	
	
	

	
	
	電源・電圧・電源灯
	
	
	
	

	
	
	設置
	
	
	
	

	
	
	操作部
	
	
	
	

	
	
	手動起動装置
	
	
	
	

	
	
	電源コンセント
	
	
	
	

	
	感知部
	
	
	
	

	
	電気配線
	
	
	
	

	
	放出口
	
	
	
	

	
	放出導管
	
	
	
	

	
	ガス遮断弁・電磁弁
	
	
	
	

	
	ダンパー
	
	
	
	

	
	その他
	

	備考　１　この用紙の大きさは，日本産業規格Ａ４とすること
　　　２　種別・容器等の欄は，該当するものについて記入すること。
　　　３　判定欄は，正常の場合は〇印，不良の場合は×印を記入し，不良内容欄にその内容を記入すること。
　　　４　選択肢のある欄は，該当事項に〇印を付すこと。
　　　５　処置内容欄は，点検の際処置した内容を記入すること。




